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日高市立武蔵台小中学校 

令和６年８月２８日(水) 

後期課程 保健室発行ＮＯ.５ 

第 1回 地域学校保健委員会 

８月２０日(火)に武蔵台公民館の多目的ホールで地域学校保健委員会が開催され

ました。防災教育コーディネーターの宮﨑賢哉さんのご指導の下、「ＨＵＧ(ハグ)」

と呼ばれる避難所運営ゲームを通して、もしも災害時に学校や公民館が避難所となっ

た場合、学校や地域はどのように行動すればよいのかを考えました。 

避難所運営ゲームは、６人前後のグループになり、次々と読み上げられる避難者の

情報(年齢・性別・体調や家庭の事情・ペットの有無など)が書かれた小さなカードを、

体育館や教室を見立てた模造紙に並べていくゲームで、途中避難所で発生するイベン

ト(毛布の搬入、仮設トイレの設置、マスコミの取材の申し込みなど)にもどのように

対応することが適切か話し合いながら決定していきました。 

避難所は、被災者の命を守り、その先の日常を取り戻すために生活していく場所と

なります。被災者の置かれた状況や要求は様々であり、全てに応えることは困難です

が、できるだけ公平になるよう配慮し、振り分けていくことが避難所運営者に求めら

れることがわかりました。そして、そのための心構えと日ごろの備えがとても重要で

あることを再認識しました。 


